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業績予想の修正に関するお知らせ  

近の業績動向を踏まえ、平成22年４月28日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 64,000 2,900 3,100 2,200 85.63

今回発表予想(B) 63,600 3,500 3,900 2,900 112.87

増減額(B-A) △400 600 800 700

増減率(%) △0.6 20.7 25.8 31.8

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

52,911 △2,028 △1,828 △2,051 △79.84

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 130,000 5,000 5,400 4,200 163.47

今回発表予想(B) 127,000 5,200 6,100 4,800 186.82

増減額(B-A) △3,000 200 700 600

増減率(%) △2.3 4.0 13.0 14.3

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

117,538 902 1,513 262 10.20

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 27,000 400 650 400 15.57

今回発表予想(B) 27,700 860 970 680 26.47

増減額(B-A) 700 460 320 280

増減率(%) 2.6 115.0 49.2 70.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

21,265 △1,842 △1,786 △2,400 △93.43

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 52,000 500 1,400 1,300 50.60

今回発表予想(B) 53,000 950 2,000 1,640 63.83

増減額(B-A) 1,000 450 600 340

増減率(%) 1.9 90.0 42.9 26.2

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

47,806 △1,702 △852 △1,688 △65.71



修正の理由 

１．第２四半期(累計)連結業績予想の修正 
 売上高につきましては、国内の自動車購入補助制度満了に伴う駆け込み需要等や景気回復に支えられたタイの生産増
加などがありましたが、一方で、対ドルで為替レートが想定より円高となった為替換算上の影響があり計画を下回る見込み
です。 
 利益面につきましては、前期からの継続的なコスト削減効果などにより計画を上回る見込みです。 
 
２．通期連結業績予想の修正 
 売上高につきましては、国内では、自動車生産は９月までの駆け込み需要の反動減が下期に予想されますが、新型車効
果によってある程度補えるものと想定しています。また、北米、中国及びタイでは、概ね期初計画どおりの生産を想定して
いますが、各通貨に対し想定為替レートを円高に修正したことから全体として計画を引下げました。 
 利益面につきましては、想定為替レートの修正と調達コストの上昇を織り込んだものの、グループを挙げての継続的なコ
スト削減効果も見込み、計画を引き上げました。 
 
３．第２四半期(累計)個別業績予想の修正 
 売上高につきましては、上記１の国内に関する記載、また、利益面につきましては、上記1の利益に関する記載と同一の
理由により、それぞれ計画を上回る見込みです。 
 
４．通期個別業績予想の修正 
 売上高につきましては、上記２の国内に関する記載、また、利益面につきましては、上記２の利益に関する記載から想定
為替レートの修正影響を除いた部分を主な理由として、それぞれ計画を引き上げました。 

以 上


